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誤答と授業 

前号の「誤読」に関連させ、今号は子どもの「誤答」を話題にしてみます。 

突然ですが、次の問題を解いてみてください。（答えを□の中に入れてみてください） 

 

 
 
 
 
 
 

いかがでしょうか。正解は「-４」です。(y=12
𝑥
に代入して、計算してみてください) 

この問題は、全国正答率が 60％程度であったのに対し、本市は 40％を下回る結果でし

た。厳しい結果に見えますが、ここに授業改善のヒントが隠れていると考えます。 

さて、子どもがどのような間違いをしたのか気になりますね。調査結果によると、「０」
と解答した子どもが 25％、「-３」と解答した子どもが 25％いました。この誤答をした子
どもは次のような思考をしていたのではないでしょうか。 
 
     【０と解答した子ども】         【-３と解答した子ども】 

 

 

 

 

 

このように分析してみると、誤答にも子どもなりの見方・考え方があり、正答の見方・
考え方と紙一重であると考えます。では、このような誤答が現れた時、どのように授業を
進めるとよいでしょうか。 
９月に六日町小学校で示範授業をしていただいた筑波大学附属小学校 大野 桂 先生は、

「誤答へと至った見方・考え方を明らかにし、その修正点が分かるということは、内容の
本質を明らかにするということであり、正答への道筋が明らかになる」と主張しています。 
この授業観から本誤答の取り上げ方を考えてみましょう。「０」や「-３」の解答に対し

て、「どうして０(-３)という答えを書いたのか、その人の気持ちがわかる人はいますか」
と学級に問いかけてみるのはどうでしょう。誤答がただの間違いで終わらずに、正答につ
ながっていくイメージを持てるのではないでしょうか。また、この問いかけによって、誤
った答えを求めた子どもも、級友が気持ちを汲み取ってくれる安心感を得ながら、正しい
認識を深めていくことができそうです。「正答ありき」で授業構想するのではなく、子ど

もの素直な考えである「誤答」一つひとつを大切にした授業を作っていきたいですね。 

参考文献：大野桂,『子どもに委ねる算数授業』,東洋館出版社,2022           （文責 髙山 史） 
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南魚沼市学力向上にむけて 真剣な議論 学力向上に係る情報交換会 

10 月 6 日（火）、ふれ愛支援センターにおいて「令和 8 年度 学力向上に係る情報交換

会」を実施しました。以下にその概要を紹介します。 

  

南魚沼市で「読む力」の育成に取り組んで今年度で 4年

目となりました。昨年度までは実証研究校の事例を参考に

しながら、各学校がそれぞれ手立てを考えて取り組んでき

ました。今年度からはさらにステップアップを図るため、

中学校区ごとに共通課題を設定し、その解決に向けた実践

に取り組んでいただいています。 

そこで今回の情報交換会では、今年度の各校の実践内容

や成果・課題を共有し合い、今年度後半および来年度から

の取り組みに向けた見通しをもつ機会としました。 

  

まず岡村教育長より、今年度の NRT 検査や全国学力・学習状況調査の結果を踏まえ、学

習内容の定着を図る工夫に取り組んでほしいとの話がありました。続いて学習指導センタ

ーから、南魚沼市の学習状況や「読む力」育成に関わる取組についての情報提供を行いま

した。その後、各学校から報告いただいたレポートをもとに「グループ協議①」を実施し

ました。これまでの視写や読書活動などの継続的な取り組みに加え、以前県内で取り組ん

でいた Web配信テストへの再挑戦など、各校の工夫を凝らした実践が話題にのぼりました。 

 

後半の「グループ協議②」では、「家庭学習」「学級

づくり」のテーマに分かれて協議を行いました。学習指

導センターからも、市内の家庭学習に関する取り組みや

県の対策について情報提供を行うとともに、当センター

発行の『学級づくりの基礎・基本』（Y フォルダ内にデ

ータがあります）をもとに、学級づくりや授業づくりに

ついて共有しました。「学級づくり」ではチーム担任制

の導入や WebQU の活用、「家庭学習」では手引きの作成やバス待ち時間の活用など、各校

の実践が紹介され、今後の取り組みに向けた大変有益な会となりました。 

  

参加者アンケートからは、以下のような感想をいただきました。 

・「課題や実態の分析だけでなく、自校の具体的な取り組みについて話し合うことができ、

非常に参考になりました。現在は取り組みの途中の段階であるため、方向性の微調整や

修正に活かせる点も大変良かったです。」 

・「学級づくりにおいては、個々の担任の手腕以前に、全職員が学校経営のビジョンを共

有し、同じ方向を向いて子どもたちを導くことの大切さを改めて確認できました。」 

 
本会で話題となった内容につきましては、各校の職員集会や職員研修においても共有し

ていただくとともに、今後の中学校区ごとの研究主任会でも話題に挙げていただければ幸
いです。そのうえで、2 月に実施予定の「第 2 回学力向上推進研修」に向け、来年度の取

組を一層明確にしていただければと考えております。皆様のご理解とご協力をよろしくお
願いいたします。                     （文責 髙橋 圭祐） 
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★研修講座★ １１月実施の研修講座です。 

期 日 ｺｰﾄﾞ 研 修 講 座 会 場 

11月 5 日(木) 

13：50～ 
S06 《算数・数学》授業公開講座Ⅵ〈中学校〉 湯沢中学校 

11月 6 日(金) 

13：40～ 

K02 
《国語》授業公開講座Ⅱ〈小学３年〉 

郡市小教研指定研究 
六日町小学校 

S01 
《算数・数学》授業公開講座Ⅰ〈小学校〉 

 郡市小教研指定研究 

11月 11日(水) 

13：40～ 
E01 

《外国語活動・国際科・外国語科》 

授業力向上研修（小学校編） 
六日町小学校 

11月 12日(木) 

15：00～ 
R14 

《理科》【重点単元別研修】 

小６単元「電気とわたしたちの生活」 
北辰小学校 

11月 13日(金) 

13：45～ 
Y02 

《読む力育成に向けた授業づくり》 

国語における「読む力」の育成（塩沢中学校区） 

郡市小教研指定研究 

中之島小学校 

11月 18日(水) 

15：00～ 
R16 

《理科》【重点単元別研修】 

中２分野単元「天気の変化」 
北辰小学校 

11月 19日(木) 

15：00～ 
G04 

《小中学校共通講座》④ 

特別支援を必要する児童生徒への対応について 

～学校で困っている子どもへの支援と指導のポイント～ 

南魚沼市民会館 

実習室 

11月 24日(火) 

13：45～ 
Y03 

《読む力育成に向けた授業づくり》 

算数における「読む力」の育成（大和中学校区） 
後山小学校 

11月 27日(金) 

15：00～ 
R11 

《理科》【重点単元別研修】 

小３単元「じしゃくのひみつ」 
北辰小学校 

★学校訪問★  １1月の計画訪問・要請訪問の予定です。 

期 日 学校名（教科等） 期 日 学校名（教科等） 

11月 4 日(水) 塩沢小(国)、北辰小(算) 11月 17日(火) 浦佐小(算)、薮神小(外) 

11月 5 日(木) 湯沢中(数)、石打小(生活) 

中之島小(外) 

11月 18日(水) 城内小(算) 

11月 6 日(金) 六日町小(国・算) 

中之島小(外) 

11月 20日(金) 塩沢小(国)、赤石小(算) 

11月 11日(水) 

栃窪小(国)、塩沢小(算)、 

六日町小(外)、 

上田小(理：クラブ) 

11月 24日(火) 後山小(算) 

11月 25日(水) 五十沢小(算) 

11月 12日(木) 大崎小(国)、三用小(外) 11月 26日(木) 上田小(国) 

11月 13日(金) 
中之島小(国)、 

石打小(理：PTA 行事) 
 

 

１１月
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